
社 　 　 名 千代田インテグレ株式会社
設 　 　 立 1955年9月
本社所在地 〒102-0084 東京都千代田区二番町１-１
資 本 金 23億3,156万円
従 業 員 数 222名（グループ総計 2,952名）
U R L https://www.chiyoda-i.co.jp

会社の概要

代表取締役会長兼社長 小池　光明
取締役専務執行役員 村澤　琢己
取締役常務執行役員 村田　　功
取締役執行役員 辻　　智晴
取締役執行役員 稲葉　淳一
社 外 取 締 役 眞下　　修
社 外 取 締 役 竹本　雅則

役員の状況（2025年3月28日現在）

社 外 取 締 役 寺田　由美
常 勤 監 査 役 林　　孝総
社 外 監 査 役 三関　公雄
社 外 監 査 役 來嶋　真也
執 行 役 員 松重　宗徳
執 行 役 員 寺田　　修

大　株　主 持株数(株) 持株比率（％）
いちごトラスト・ピーティーイー・リミテッド 2,937,700 29.22
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 935,400 9.30
日本生命保険相互会社 402,160 4.00
日本毛織株式会社 385,200 3.83
東京中小企業投資育成株式会社 378,020 3.76
第一生命保険株式会社 304,000 3.02
STATE STREET BANK AND TRUST CLIENT OMNIBUS ACCOUNT 294,076 2.93
BBH FOR FIDELITY LOW-PRICED STOCK FUND 253,597 2.52
フォスター電機株式会社 249,800 2.48
平和株式会社 240,000 2.39
※持株比率は自己株式1,576,221株を控除しています。

大株主（上位10名）

株式の状況
発行可能株式総数／発行済株式総数 32,600,000株／11,628,929株
株 主 数 3,397名

個人その他

15.66％
1,820千株

外国法人等

39.32％
4,572千株

その他法人

14.32％
1,665千株

金融機関

16.54％
1,923千株

自己株式

13.55％
1,576千株

金融商品取引業者

0.61％
70千株

所有者別株式数分布状況

株式情報（2024年12月31日現在）

売上高

41,214百万円

前年同期 39,416百万円

経常利益

4,655百万円

営業利益

3,856百万円

前年同期  3,058百万円

親会社株主に帰属する
当期純利益

3,234百万円

資産合計

51,306

現金及び預金
18,168

受取手形及び
売掛金
10,416

有形固定資産
12,440

無形固定資産
337

投資その他の資産
4,243

支払手形及び
買掛金
4,716
短期借入金
1,020

固定負債
1,376
繰延税金負債
808

流動資産
34,283

固定資産
17,022

純資産
41,572

流動負債
8,356

負債純資産合計

51,306

前年同期比 前年同期比

業績ハイライト

資産の状況 （単位：百万円）

業種別売上高構成比

欧米

地域別売上高構成比

12.0% 24.5%

日本

中国

27.4%
東南アジア

36.1%

OA機器

34.0%

AV機器

15.4%
自動車

29.5%

家電その他

16.6%

通信機器

4.5%

地域別
売上高構成比

業種別
売上高構成比

4.6% 26.1%

前年同期   3,770百万円 前年同期  2,556百万円
前年同期比 前年同期比

23.5% 26.5%

千代田インテグレ株式会社
証券コード：6915

年次報告書
2024年1月1日〜2024年12月31日

第69期



1 現在の様子
大連現地法人は中国で最初の工場としてスタートし、2024年

7月に30周年を迎えました。会社周辺ではOA関連企業が減少し、
自動車関連企業が増加したため、当工場も自動車関連部品への
受注に切り替えを積極的に進め、中国グループで最初に自動車の
認証規格であるIATF16949の取得を行いました。現在は、自動車
関連の電池部品の受注や既存顧客のシェアアップを図ると同時
に、製造工程で検査の自動化を進め、売上高拡大と生産性の向上に
努めております。

2 事業の拡大に向けて
自動車関連の製品が主力の生産工場として5年がたちましたが、

自動車関連は様々な課題があるため、メディカルヘルスケア市場
にも目を向け、医療関連の製品生産に向けた体制の構築や改善を
行っています。また、高付加価値製品の受注に向けた材料の選定・
加工方法・ASSY等の提案だけでなく、日系企業から医療雑貨向け
生産認定を受けた実績を活かし、心電図向け交換部品提案や中国
系医療品生産メーカーに向けた活動に取り組んでまいります。

3  30周年記念パーティー
創立30年を迎え、全従業員に感謝の意を込めて記念パーティー

を開催いたしました。豪華ディナーに加えて、従業員による余興を
楽しみながら社内の結束力の
高まりを感じることができま
した。次回は40周年を目指し
て事業活動に邁進してまいり
ます。

大連
（DALIAN）

JAPAN

CHINA 第69回定時株主総会決議のお知らせ
2025年3月28日開催の当社第69回定時株主総会におきまして、 
以下のとおり報告並びに決議されました。
⃝報告事項
1. 第69期（2024年1月1日から2024年12月31日まで）事業

報告、連結計算書類並びに会計監査人及び監査役会の連結
計算書類監査結果報告の件

2. 第69期（2024年1月1日から2024年12月31日まで）計算
書類報告の件
本件は、上記につき、各内容を報告いたしました。

⃝決議事項
第1号議案：剰余金処分の件

本件は、原案どおり承認可決され、期末配当金につきましては
1株につき160円と決定いたしました。

第2号議案：取締役8名選任の件
本件は、原案どおり小池光明、村澤琢己、村田功、辻智晴、
稲葉淳一、眞下修、竹本雅則、寺田由美の8氏が選任され、
それぞれ就任いたしました。

第3号議案：補欠監査役1名選任の件
本件は、原案どおり飯塚貴規氏が選任されました。

第4号議案：会計監査人選任の件
本件は、原案どおり監査法人アヴァンティアが選任されま
した。

株主メモ
事 業 年 度 1月1日から12月31日まで
剰余金の配当の基準日 12月31日
定 時 株 主 総 会 3月
単 元 株 式 数 100株
上場金融商品取引所

（ 証 券 コ ー ド ）
東京証券取引所

（6915）
公 告 方 法 電子公告

ただし、事故その他やむを得ない事由により電子
公告による公告をすることができない場合は、日
本経済新聞に掲載いたします。
公告掲載URL　https://www.chiyoda-i.co.jp

株 主 名 簿 管 理 人 ／
特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

郵 便 物 送 付 先／
電 話 照 会 先

〒137-8081 新東京郵便局私書箱第29号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
電話 0120-232-711(通話料無料)

株式事務に関するご案内
お手続き内容 お問い合わせ先

⃝住所・氏名等のご変更
⃝単元未満株式の買取請求
⃝配当金の受領方法のご指定

口座を開設されている証券会社へ
お問い合わせください。

⃝未受領の配当金のご照会
⃝郵送物等の発送と返戻
⃝その他一般的な株式事務
⃝特別口座

三菱UFJ信託銀行株式会社
証券代行部までお問い合わせ
ください。
0120-232-711（通話料無料）

株主の皆様へ
　株主の皆様には、平素より格別の
ご支援ご愛顧を賜り誠にありがたく
厚く御礼申し上げます。  
　当社の第69期（2024年1月1日か
ら2024年12月31日まで）の決算及
び事業の概況につきましてご報告申
し上げます。  
　今後とも株主の皆様の一層のご支
援ご鞭撻を賜りますようお願い申し
上げます。

　当連結会計年度における世界経済は、米国政策の不確
実性や米中対立の激化、長期化するウクライナや中東で
の紛争による地政学リスクの拡大など、依然として先行
き不透明な状況が続きました。米国では、金融引き締め
による影響や底堅い雇用環境が家計の所得を下支えした
ことにより、個人消費は堅調さを維持しました。中国で
は、輸出は堅調であったものの、不動産不況や雇用・所
得環境の悪化、内需の低迷により景気は減速基調となり
ました。他のアジア地域では、輸出拡大による製造業の
回復とインフレ圧力の緩和や労働市場の改善、政府主導
のインフラ開発などを背景に景気は堅調に推移しました。
　また、我が国経済は、円安による物価上昇や実質賃金
の減少による節約志向が続き、新政権が発足するなか
で、インバウンド需要の増加や企業の設備投資に持ち直
しの動きが見られるなど、景気は緩やかに回復しまし
た。このような経営環境のなかで、中期経営計画で掲げ
た「事業領域の転換」を推進するため、グループ一丸とな
り目標に向かって邁進してまいりました。
　この結果、当連結会計年度の業績につきましては、売
上高は41,214百万円（前年同期比4.6％増）、営業利益
は3,856百万円（前年同期比26.1％増）、経常利益は
4,655百万円（前年同期比23.5％増）、親会社株主に帰
属する当期純利益は3,234百万円（前年同期比26.5％
増）となりました。

代表取締役会長兼社長

小池　光明

中国・大連

社 名 千代達電子製造（大連）
有限公司
CHIYODA INTEGRE 
(DALIAN) CO., LTD.

設 立 1994年8月
所 在 地 中華人民共和国遼寧省大連経済技術開発区双D港数字

三路17号-2
No.Building17-2, DD Port Shuzi No.3 Road, E&T 
Development Zone, Dalian, China 116620

新中期経営計画

当期（2024年12月期）の業績について
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　2025年度から開始する新中期経営計画（2025-2027）を策定いたしました。

　企業におけるメンタルヘルスケアの重要性が高まっています。当
社では2019年から研修制度を導入し、従業員のメンタルヘルス不調
の予防に努めています。2024年は11月に、若手社員を対象にした

「職場でのハラスメント」をテーマに実施いたしました。講師の先生
をお招きし、ハラスメントの基礎知識や感情コントロールのコツに
ついて講義を行いました。
　従業員一人ひとりがハラスメ
ントに対する正しい知識を身に
つけ、ハラスメントのない職場
環境作りとメンタルヘルス管理
体制の強化を図ってまいります。

メンタルヘルス研修の実施

経営ビジョン
100年企業=「連邦経営」の継続
連邦経営：各拠点のビジネスに必要な責任と権限を与えて
グループ全体の相乗効果を最大化する当社の経営スタイル

指針 ソフトプレスを柱としたグローバル企業を目指す

基本方針 高付加価値ビジネスの拡大を通じ、持続的な成長の
ために収益力の強化を図る

事業領域　
　拡大成長領域の自動車関連は、外資企業と日系自動車メーカーへのビジネ
スを拡大させつつ新たな成長の柱を構築すべく、デバイス機器やメディカル
ヘルスケア分野にも注力してまいります。

2021年12月期 2024年12月期 2027年12月期目標
連結売上高 　400.0億円 　412.1億円 　450.0億円
連結営業利益 26.9億円 38.5億円 42.5億円
親会社株主に帰属
する当期純利益 23.9億円 32.3億円 34.0億円

ROE 6.9％ 8.0％ 8.0％以上
参考までに2021年12月期（中期経営計画 2019-2021）の連結業績を記載しております。

連結業績目標
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2024年 2027年

拡大成長領域
（単位：百万円）

ポートフォリオ
■ 自動車関連

2024年 2027年

新成長領域
（単位：百万円）

ポートフォリオ
■ メディカルヘルスケア
■ デバイス機器
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